






















2流経法学　第 9 巻 第 2 号
Act of 1935，以下「MCA35」と略記）を，1980年に1980年貨物自動車運


















機関である州際通商委員会（Interstate Commerce Commission: ICC）が，







































スが公共の需要と必要（a public demand and need）に応えるという有用




























































ものでないこと， 2 ）運賃値下げの場合，値下げ後の運賃が，1980年 7 月
1 日現在の運賃または当該運賃改訂の効力発生の日の 1 年前の運賃の，い



































する。ただし，1981年 1 月 1 日以降は，提案に係る運賃が適用される運送
と同一の運送を行う免許を有する事業者のみが票決に参加することができ
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Industry Regulatory Reform Act of 1994,　以下「TIRRA」と略記）であ
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（The Federal Aviation Administration Authorization Act of 1994）が制
定され，各州政府が行っている州内トラック輸送の経済的規制の撤廃を進
めている。













































委員会（ICC）を廃止する法律」としているように，1996年 1 月 1 日に施
行して1887年の創設以来108年にわたり陸上輸送事業の経済的規制を行っ
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くとも 2 名は運輸と運輸事業規制の専門家が，また 1 名は民間分野の実務









（registration of motor carrier）となった。すなわち，運輸長官は登録手
続者が，（ 1 ）USDOT及びSTBの規則を遵守できること，（ 2 ）運輸長官
が課した安全規制（safety regulation）と安全性適格要件（safety fitness 
requirements），及び（ 3 ）運輸長官によって課された最低財務責任要件






















































































次いで1984年には，1984年自動車運送事業者安全法（The Motor Carrier 






































転免許証（Commercial Driver’s License: CDL）を創設した。これにより，
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同法の主要な目的は，ⅰ）連邦運輸省内に運送事業者に対する安全規制
プログラムの改善を図るため，新たな行政組織として連邦自動車運送安全
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